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応募
　方法 Eメールでも応募できます。 

市民文芸
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。

高

橋

辰

男

選

障
害
者
ら
し
き
若
き
が
誰
よ
り
も
明
る
き
返
事
す
朝

の
職
安　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
沢　

修
子

折
り
返
す
電
車
の
車
掌
束
の
間
を
ホ
ー
ム
に
た
ば
こ

ふ
か
ぶ
か
と
吸
う　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

正
夫

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
中
よ
り
咲
き
し
タ
ン
ポ
ポ
は
綿
毛

と
な
り
て
風
に
吹
か
る
る　
　
　
　
　

川
村　

靜
恵

母
縫
い
し
袖
無
し
ま
と
い
庭
の
花
手
入
れ
す
お
か
げ

で
腰
も
痛
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
タ
カ
子

麦
飯
も
ふ
っ
く
ら
炊
け
て
味
噌
汁
の
香
り
た
だ
よ
う

朝
の
厨
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
沢　

敏
子

店
内
の
ラ
ー
メ
ン
お
い
し
い
ス
ー
パ
ー
も
駐
車
場
と

な
り
風
寒
々
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
み
ど
り

老
い
二
人
た
つ
き
に
足
り
る
田
を
残
し
五
十
余
年
の

田
畑
荒
ら
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
間　

久
子

散
り
初
め
し
桜
の
花
び
ら
ち
ら
ほ
ら
と
そ
よ
風
に
乗

り
吾
が
庭
に
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

敏
子

傘
さ
し
て
畑
を
巡
り
ぬ
久
々
の
雨
に
野
菜
も
花
も
息

づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

ひ
で

満
開
の
桜
に
映
ゆ
る
新
殿
に
定
義
の
森
は
に
ぎ
わ
ひ

に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
嶋　

正
子

 
評  
一
首
目
。
障
害
を
持
つ
若
い
人
の
明
る
い
返
事

に
、
職
安
の
中
の
空
気
が
一
瞬
和
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

二
首
目
。
折
り
返
し
勤
務
の
車
掌
さ
ん
の
短
時
間
の

休
息
を
よ
く
観
察
し
、
下
句
に
上
手
に
表
現
し
た
。

三
首
目
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
突
き
破
っ
て
実
を
結
ぶ
、

野
生
植
物
の
強
じ
ん
な
生
命
力
に
驚
く
。

遠

藤

秋

尾

選

蔵
王
の
太
き
風
呑
む
鯉
幟　
　
　
　
　

佐
藤　

周
子

滝
桜
枝
の
先
ま
で
神
宿
り　
　
　
　
　

山
家　

弘
子

連
休
の
終
り
植
田
と
変
る
景　
　
　
　

日
下　
　

文

行
楽
の
人
は
人
な
り
田
を
植
う
る　
　

高
橋　

正
男

北
上
の
水
面
ゆ
る
や
か
山
櫻　
　
　
　

高
子
た
ち
ば
な

郭
公
や
吾
妻
小
富
士
に
雲
流
れ　
　
　

三
浦　

愛
嶺

歌

壇

菖
蒲
湯
の
菖
蒲
鉢
巻
男
の
子　
　
　
　

岩
澤　

伍
峯

山
吹
に
道
ふ
さ
が
れ
て
戻
り
け
り　
　

大
庭　

良
子

山
並
の
梢
え
ふ
く
ら
む
春
の
風　
　
　

管
野　

理
華

万
緑
や
鎖
た
よ
り
て
立
石
寺　
　
　
　

制
野　

リ
エ

 
評  
一
句
目
。
五
月
の
空
に
こ
い
の
ぼ
り
が
翻
る
。

そ
れ
も
蔵
王
の
風
を
の
み
込
ん
で
太
く
大
き
く
泳
ぐ

の
で
あ
る
。
男
の
子
の
健
や
か
さ
を
喜
ぶ
よ
う
に
。

二
句
目
。
三
春
の
滝
桜
は
有
名
。
こ
の
大
桜
に
は
枝

の
先
ま
で
神
が
宿
っ
て
い
る
と
歌
う
、
見
事
な
桜
の

咲
き
ぶ
り
が
見
え
る
よ
う
だ
。
三
句
目
。
五
月
の
大

型
連
休
は
田
植
え
の
季
節
で
も
あ
る
。
行
楽
シ
ー
ズ

ン
も
終
わ
る
こ
ろ
は
、
す
っ
か
り
植
田
の
景
色
に
変

わ
る
の
で
あ
る
。

山

田

風

流

選

嫁
姑
ど
ち
ら
も
味
方
で
き
ぬ
婿　
　
　

草
野　
　

清

年
金
を
両
手
に
余
る
義
理
が
待
ち　
　

佐
藤　

武
雄

あ
り
が
と
う
何
よ
り
好
き
な
こ
の
言
葉　

米
沢　

礼
子

便
利
さ
の
ツ
ケ
を
出
し
て
る
ゴ
ミ
の
山　

小
野
嘉
津
子

老
人
会
伴
奏
の
な
い
歌
喜
ば
れ　
　
　

川
村　

靜
恵

恨
み
っ
こ
無
し
に
老
い
て
る
ク
ラ
ス
会　

大
沼　

妙
子

夫
婦
と
は
空
気
み
た
い
な
あ
い
だ
が
ら　

鈴
木　

希
市

ほ
ほ
え
ん
で
心
の 
二
十
歳 
保
ち
ま
す　

平
間　

大
恵

は
た
ち

も
の
売
り
の
演
歌
は
い
つ
も
同
じ
曲　

水
戸　

光
穂

こ
う
の
と
り
や
っ
と
皇
居
に
巣
を
造
り　

四
竃　

英
夫

 
評  
一
句
目
。
人
情
の
機
微
を
つ
い
た
ユ
ー
モ
ア
で

す
。
古
川
柳
的
に
お
い
の
す
る
句
で
す
が
、
真
理
は

不
変
。
二
句
目
。
限
ら
れ
た
年
金
を
ど
の
範
囲
ま
で

の
義
理
に
配
分
す
べ
き
か
、
小
泉
総
理
な
ら
ず
と
も

頭
が
痛
い
。
三
句
目
。「
あ
り
が
と
う
」は
感
謝
の
心
。

近
年
、
少
子
化
と
同
じ
よ
う
に
少
し
ず
つ
こ
の
言
葉

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
素
直
な
心
で
あ
り
た
い
、
感

謝
あ
る
日
々
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

一
句
だ
け
で
な
く
三
句
に
し
て
ご
投
句
を
し
て
く
だ

さ
い
。 柳

壇

俳

壇
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私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�
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母
親
ク
ラ
ブ
は
「
ま
ち
の
子
は
み
ん

な
わ
が
子
」
を
合
言
葉
に
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団

体
で
す
。
市
内
に
は
、
第
一
児
童
館
・

第
二
児
童
館
を
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
と
し
て

活
動
し
て
い
る
「
す
ぎ
の
こ
」
と
「
ど

ん
ぐ
り
」
の
２
つ
が
あ
り
、
会
員
は
約

１
５
０
人
で
す
。

　

少
し
で
も
国
体
の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
と

思
い
５
月　

日
に
、
み
や
ぎ
国
体
マ
ス
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コ
ッ
ト
「
ケ
ヤ
ッ
キ
ー
」
が
描
か
れ
て

い
る
プ
ラ
ン
タ
ー
に
サ
ル
ビ
ア
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
を
植
え
、
中

町
・
長
町
・
駅
前
商
店
街
に
設
置
し
ま

し
た
。
毎
日
の
水
や
り
は
商
店
街
の

方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
お
い
で
に
な
る
選

手
の
皆
さ
ん
へ
の
記
念
品
と
し
て
、
手

作
り
の
「
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
け
し
の

原
木
で
あ
る
ミ
ズ
キ
に
白
石
ら
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
施
し
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
の

心
に
残
る
コ
ー
ス
タ
ー
に
仕
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
も
何
か
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

成
功
さ
せ
よ
う
�
み
や
ぎ
国
体

白
石
市
は
「
新
体
操
競
技
」
と

「
山
岳
競
技
」
の
開
催
地
で
す
。

(koho@city . sh i ro ish i .m iyag i . jp )
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国際コーナー�
カロ

ラインの

International Corner

　折り紙サークルは、毎月第２・第４

火曜日の午後１時から３時まで、いき

いきプラザ２階リサイクルプラザで開

かれています。

　私たちの作る折り紙は、教本にはな

い「創作折り紙」で、材料はリサイクル

教室などほかの講座で余ったものを利

用しています。

　今年は、ひな人形、海で遊ぶ子供、

赤とんぼ、クリスマスといった「子供

の四季」をテーマとした折り紙を作る

予定です。

　会員は今のところ19人。樋口洋画子

先生の指導で楽しく、時には手作りの

漬物を食べながら和気あいあいとやっ

ています。

　細かいところは思うようにできず苦

労しますが、作品が完成したときはと

てもうれしくなります。

　折り紙に興味のある方は一度いらし

てみてください。

◯問 あしたば白石　�25-5095

指先動
かしてボケ防止

　今月の末にアイルランドに帰ります。皆さんの
おかげで白石でとても、とても充実した楽しい３
年間を過ごすことができました。本当にありがと
うございました。この３年間は一生忘れません。
いい思い出がたくさんあります。一緒に仕事をし
た人たち、一緒に英会話を楽しく勉強した人たち、
一緒に遊んだ友達の皆さん、本当にありがとう！
　アイルランドに帰って家族と友達に会うことを
楽しみにしていますが、白石を去って友達と別れ
ることがとても寂しいです。白石に着いた日から
３年間を通して現在まで、ここで出会った人たち
が私にいろいろなことを丁寧に教えてくれて、た
くさんのことを経験させてくれたこと、本当に感
謝します。
　アイルランドに帰ってから何をするのかまだ分
かりませんが、やりたいことと行きたい所がたく
さんあるので、これからの人生も楽しみにしてい
ます！また、機会があれば、ぜひ日本で仕事をした

いと思います。皆さんも機会があれば、ぜひアイ
ルランドにも来てくださいね！
　白石での国際交流の仕事は私にとって、とても
楽しくて有意義な仕事でした。これからも白石の
国際交流が、ますます発展しますように祈ってい
ます。
　私の後任の方も、ここで仕事をすることをとて
も楽しみにしているそうです。名前はジャロド・ヘ
クターさんでオーストラリア出身の男性です。私
と同じように、「広報しろいし」のこのようなコー
ナーを書くことになると思いますので、これから
も読んでネ！
　毎月「国際コーナー」を読んでいただいて、あり
がとうございました。きっと、いつかまた白石に
来ると思いますので、その時にまた皆さんに会え
ることを楽しみにしています！長い間、お世話に
なりました。
Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ａｇａｉｎ　ｓｏｍｅｄａｙ！

★
マ
イサ
ークル

　

★

折
り
紙 サ ー ク

ル
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◯完 


